
令和 5（2023）年度 主催事業報告 
長崎県立佐世保青少年の天地       

  （令和 6 年 3 月 14 日現在）          

No. 事 業 名 期 日 参加数 所 感 

1 
第 1 回さるこう会 

（通算 94 回） 
5/9(火) 40 名 

今年度 1 回目ということで、穏やかなルートを設定。

直近の雨の影響から立派なキクラゲがあり、収穫を

楽しみながら散策した。 

2 
第 5 期第 1 回 

アドベンチャースクール 

5/13(土) 

～5/14(日) 
25 名 

環境教育としてのブルーギルの捕獲は昨年の約 50

匹から 1 匹のみと激減したが、夜のフリーの時間に

交互にスケッチを楽しんだ。また、炊さん活動では主

体的に仕事を探して協力し合う姿があった。 

3 第 15 回新緑を歩こう会 
5/20(土) 

5/27(土) 

27 名 

26 名 

野いちごや桑の実などの自然の恵みを堪能しなが

ら、新緑を楽しんだ。20 日はヤマツツジが見頃で参

加者間での会話も弾んだ。27 日の郷美谷池の先に

あるおさい観音は、近年ルート設定しておらず、新

鮮味のある山歩きとなった。 

4 
親子体験教室第 1 回 

絵付け陶芸 
6/25(日) 80 名 

深みのあるサラダボウルはやや苦戦気味ではあっ

たが、半月皿とともに、思い思いの作品を仕上げて

いた。 

5 
第 2 回さるこう会 

(通算 95 回) 
7/11(火) 30 名 

前々日の大雨により、ルートを変更して実施。当日

はゆったりとした山歩きのなかで、霞のない山頂か

らの眺望や、ハナヒラタケと思われる茸を鑑賞した。 

6 
第 4 回 

夏休み工作教室 
7/22(土) 66 名 

本棚やカチカチビー玉など複数用意。鋸に真剣に取

り組む子どもの姿があった。装飾や塗装で個性あふ

れる作品が仕上がった。 

7 

第 32 回 

冒険少年キャンプ 

(三施設連携事業) 

8/22(火) 

～8/26(土) 
43 名 

盆前に比べ落ち着いた気温で天候もほぼ良好。沢

登りや干潟体験、藍染など様々なプログラムに、5

日間通して楽しく取り組んだ。 

8 
第 3 回さるこう会 

(通算 96 回) 
9/12(火) 40 名 

高低差のある設定だったが、暑さも落ち着き、心地

よい山歩きとなった。80 歳以上の参加者 3 名も難な

く完歩した。 

9 

第 23 回 

リトルキャンピング 

スクール 

9/16(土) 

～9/18(月) 
28 名 

炊さんでは湿度もあり、ファイヤースターターに苦戦

しつつカレーづくり。ピザづくりでは生地を捏ねるの

に無心となり、トッピングも鮮やかに見栄えのよいも

のができた。雨により、世知原での沢登りができな

かったことが残念だった。 

10 
第 3 回 

秋の夜空の観望会 
9/29(金) 59 名 

幼児から高齢者まで幅広い年齢層が参加し、天体

望遠鏡を通してみる月の様子に感動があった。ま

た、敷地内展望台からの市南部の夜景にも歓声が

上がっていた。 

11 
親子体験教室第 2 回 

野外炊さん 

10/14(土) 

～10/15(日) 
40 名 

カレーづくりでは、保護者主導の下、子ども達は手

伝いつつも森の中を楽しんでいる様子が見られた。

その後のゲームでは、散策を楽しみつつ子どもが保

護者を引っ張っていきながら、ミッションを意欲的に

こなしていた。 

12 
第 4 回 

秋嶺の烏帽子を歩こう会 
10/28(土) 61 名 

今年はムカゴとウベを同時に楽しめるような季節の

進み具合で、ゆったりとした散策を通し収穫を楽しん

だ。芋掘りでは、大小様々さつまいもが採れ、また落

ち葉で焼いた焼き芋を味わった。 

13 
第 6 期第 2 回 

アドベンチャースクール 

11/11(土) 

～11/12(日) 
26 名 

昨年度から引き続き参加した子も複数おり、薪拾い

では杉の葉を集めたり、炊事では自ら仕事を探して

活動したりと、意欲的に初めての参加者の手本とな

るような素晴らしい動きが目立った。 

 



14 
第 4 回さるこう会 

(通算 97 回) 
11/14(火) 44 名 

前の週から冷え込んだが、歩くのに心地よい気候で

あった。一部に急な下りもあったが、紅葉もあり、秋

を感じながらの散策ができた。 

15 
第 11 回 

天地フットサル交流大会 

11/18(土) 

11/19(日) 

チ ー ム数

U-10=8 

U-12=16 

U-10 ではボールを懸命に追いかける姿が、U-12 で

はそこに力強さや技術力が加わった成長した姿が

あり、白熱した試合展開となった。また、熱の籠もっ

た保護者の声援も印象的であった。 

16 
第 2 期 

森のキッズたんけん隊 
11/23(木) 23 名 

棒パンづくりでは生地を棒の先に巻き付ける事に苦

戦をしていた面もあったが、BBQ 台で慎重に炙り完

成させていた。森の中のゲームでは、楽しそうに走り

回っていた。 

17 
第 3 回 

ランチ会 in 天地 
11/26(日) 59 名 

子どもと保護者で協力しながら捏ねた生地に配置さ

れたトッピングは、持ち込まれたものもあり、個性と

センスが光る仕上がりとなっていた。 

18 冬のクラフトルーム 

12/3(日) 

12/10(日) 

12/17(日) 

12/24(日) 

計 55 名 

開催を 12 月日曜午後と設定し予約も不要としたこと

で、参加しやすかったとの声があった。大人のみの

参加もあり、手の込んだリースなどの作品が次々と

できあがった。 

19 
親子体験教室第 4 回 

もちつき 
12/16(土) 66 名 

小雨模様で餅つきは催事テントを張って行い、丸め

作業は屋内でおこなった。餅つきは保護者の協力で

順調に潰しの作業が行え、また、子ども達も餅つき

体験をしたいと順を取り合った。雑煮も好評であっ

た。 

20 
親子体験教室第 5 回 

ケーキデコレーション 
12/24(日) 59 名 

都合により今年は円から四角にスポンジの形状を

変更。クリームの塗りやすさなどの評価があった。 

21 
第 5 回さるこう会 

(通算 98 回) 
1/9(火) 40 名 

一部、普段人が歩かない山道を織り交ぜ歩いた。小

枝や乾いた落ち葉の踏まれて鳴る音など、山を感じ

る回となった。 

22 
第 2 回 

6 時間えぼしたすきリレー 
1/21(日) 5 チーム 

寒さも和らぎ、途中霧雨は降ったものの、走るのに

丁度よい気候であった。当初予定から、休館に伴い

1 月へと変更したこともあってかチーム数は抑えられ

たものの、子ども達のチームもあり保護者の声援な

ど温かな雰囲気の中、それぞれの目標に向かって

完走した。 

23 
第 41 回 

冬山を歩こう会 

1/27(土) 

1/28(日) 
104 名 

家族連れやチーム、個人と様々な年齢層があつま

り、楽しく歩くことができた。今年は暖冬のせいか、

キクラゲがあちらこちらにあり、喜んで収穫する姿も

あった。 

24 
第 6 回さるこう会 

(通算 99 回) 
3/12(火) 37 名 

受付時点では風は冷たく強かったが、その後は晴天

に恵まれ、汗をかかない程度の良好な山歩き日和と

なった。ツワブキなどの春の恵みを収穫したり前日

の降雨で膨らんだ自生するキクラゲの様子を楽しみ

ながらの、ゆったりとした山歩きで本年度を締めくく

った。 

25 天体観望会 通年 1,572 名 移動観望会 9 回 1,361 名、施設観望会 4 回 254 名 

26 
第 8 期 

チャレンジスクール 
5/9 22 名 

学校を対象にした仲間づくり 

27 野外活動体験会 8 月 3,4,6 日 計 6 名 教職員を対象に炊さん・クラフト活動の実践体験 

28 天地あすなろ教室 6/3  11/2  佐世保市青少年教育センターとの連携 

 


